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ハ トム ギの 出芽 ,初 期 生 育 に関す る 2, 3の 実 験

関   寛 三
(東北農業試験場 )
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ま え が き

昭和55年度から水田転作の新作物としてハトムギが導入

され各地に散見される。ハトムギに関する試験例は西南暖

■lで見られるが,寒冷地におけるハトムギの試験例は54年

度に若千実験された程度であり,従って寒冷地における基

礎資料は少ないものと考えられる。そこで,寒冷地におけ

るハ トムギの栽培法に関する資料を得ようとして昭和 54,

55年に出芽および初期生育の温度反応を検討した結果,若

千の知見を得たので報告する。

試 験 方 法

供試種子 :農業生産工学研究会より送付された種子。

試験 : 出芽におよばす浸種温度と浸種日数の影響を検

討するため,人工気象室を用い浸種温度を10,15,"℃ と

し,浸種日数を1,2,3,5日 の4段階とし,浸種後,水稲

育苗箱を用いて6月 10日 に各区50粒宛播種し,出芽調査を

行った。なお,種子は精選して供試したが,種子消毒は行

わなかった。

試験2 直播の出芽,生育および移植の初期生育におよ
ぼす温度反応を検討するため,人工気象室の温度条件を
14,16,20,25℃ (一定温 )と して行った。

⑦直播区 :5月 7日 に1昼夜浸種した種子を1/50008

ポットに20粒播種し, 1区 2ポ ットを用いた。施肥量は3

要素各05,を硫加燐安で施用し,乾燥時には適宣灌水

した。
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図 : 出芽におよぼす浸種温度と浸種日数の影響

◎移植区 :5月 7日 に 1/50003に 1本植で4株移植し,

2ポ ットを用いた。移植時の苗の生育は,草丈
"い
,葉齢

22いであった。施肥量は 3要素各05夕 を硫加燐安で施

用した。育苗法は紙筒を用い4月 19日にポット当り1粒播

とし,加温出芽後水稲の育苗法に準じて育苗 した。施肥量

は3要素各 12, 13, 18夕 /箱を施用した。

試験結果および考察

1 出芽におよぼす浸種温度と浸種日数の関係を図 1に

示した。播種後 4日 目に出芽を始めたが,出芽の様相は浸

種温度と浸種日数によって異った。すなわち,浸種温度が

10,15,2tl℃ とも浸種日数力
'1日
→ 5日 と長くなるほど出

芽歩合が高くなる傾向が認められた。この傾向は浸種温度

によってやや異なり,10,および15℃ では3日以上浸種し

た場合に出芽歩合が高く,ま た20℃ では 2日以上浸種する

と出芽歩合が高くなる傾向にあった。

昭和54年の資料うによると, ハトムギの浸種は 1昼夜位

とされているが,浸種時期が寒冷な東北地方では気温,水

温とも低いため,暖地とは異なるものと考えられる。

本試験結果では,低温地 (15℃ 以下)では3日以上の浸

種で,また高温域 (20℃ )では 2日 以上の浸種によって出

芽歩合が向上し,同時に苗の生育も良化するものと判断さ
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れる。従って東北 (大山 )での浸種については, 4月 下旬

の水温 (井戸水 )は概ね13℃前後と推測されることから少

くとも3日 以上の浸種が必要と考えられる。

表 1 直播区―出芽,生育におよほす温度の影響

(嬌覆後33日 日の生育 )

2-⑦ 直播の出芽,初期生育におよぼす温度反応を表
1に示した。これによると,14℃ では出芽抑制が著しく,

出芽期までの日数も長く要し,調査した範囲では出芽欄と

ならなかった。一方,16℃以上の温度では,高温ほど出芽
は早かったが温度間差は小さい傾向にあった。出芽後の生

青は高温ほど旺盛であった。

2-◎ 移植後の初期生育におよはす温度反応は図2に
示したように,14℃ では茎数,葉齢が僅かに増加したが,
草丈の伸長が抑制され,観察では葉身の枯葉も多かった。
16℃ では草丈,葉齢の増加は概して緩慢であるが,茎数は
初発の分げつ発生後,比較的急激に増加する傾向がみられ,

茎致増に対して16℃ と14℃ では明らかに反応が異った。ま

た,20℃く25℃ で生育が旺盛であったが,茎数増加に対す
る温度反応は

"℃
>25℃ の傾向にあり,16℃ の傾向と併せ

考えると16～ 2tl℃の範囲に茎数増加の適温があるように認

められるが,さ らに検討を要する。
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図 2 移植区一生育におよぼす温度の影彗

小林
1)ら
は平均気温が15℃ 内外 となる時期を播種期とし

ている。本結果でも14℃ では出芽および生育抑制が著しく,

16℃以上では高温ほど出芽,生育が促進されることから,
限界温度は15～16℃ と推定された。このことから,東北 (大

山)における播種期,移植期を平年の半旬別平均気温(表 2)

から推定すると15～16℃ となる時期は 5月 5～ 6半旬に相

当し,この時期が気温から考えられる適期と判断される。
,

表 2 平年の半旬別平均気温 (℃ )

年度
5月
3半旬 4半旬 5半旬 6半旬

6月
1半句 旬

平 年

ま   と   め

(1)浸種温度と浸種日数を組合せて出芽を検討した結果,

15℃以下の低温域では3日以上の浸種で,ま た
"℃
の高温

域では 2日 以上の浸種によって出芽歩合が向上した。

(a 温度条件を変えて出芽,初期生育を検討した結果,直

播,移植とも14℃ では出芽および生育抑制が大きく,16℃

以上では促進されることからその限界温度は15～ 16℃ と推

定された。このことから東北 (大山 )での播種期,移植期

を推定すると5月 5～ 6半旬が適期とみられた。
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